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低炭素施工システムの構築
“TO-MINICA”Web システム

周　　　　　潔・樋　口　正一郎

施工中の現場で発生するCO2 排出量の削減を可能にする低୸ૉ施工システム（TO-MINIC"）（以下「本
システム」という）を΢ェブ上でՔಇできるように改良し，TO-MINIC"‌8eC システム（以下「本XeC
システム」という）を開発した。低୸ૉ施工システム（TO-MINIC"：Toda‌MiniNVN‌CarCon‌ConTtrVDtion）
とは，施工段֊におけるCO2 排出量の把握及び削減するための手๏である。EXCE-シートを基にしたプ
ログラムを8eC 上でՔಇするシステムに変更することで，現場の作業負担を減少し，ڠ力ձࣾを含めて
関܎者全員で情報ڞ有できるようになった。8eC システムは 2015 年 4 ݄に運用を開始している。本ߘで
は本8eC システムで実現できること及び8eC システムの利点について述べる。
キーワード：8eC，CO2 排出原୯位，CO2 排出量の推移，施工経過率，削減活動

1．Webシステム構築の経緯

本システムとは，施工段֊における CO2 排出量の
把握及び削減するための手๏である。本取組を通じて
ʠ施工高 1ԯԁあたりのCO2 排出量（原୯位）を 2020
年に 1990 年比 40ˋ削減ʡすることを目指している。
開発当初は，EXCE- シートを活用したプログラム
で，当֘現場のॾ৚件及び燃料࢖用量等を定期的に入
力することで，施工段֊における CO2 排出量（標準
排出量）の算定を行っていた。燃料࢖用量のऩूに当
たっては，ڠ力ձࣾに FaY や電࿩で問い合わせ，そ
の݁Ռを作業ॴで入力する等のൟࡶさが課題であっ
た。また，削減目標ୡ成への PDC"アプローチがし
にくい等のऑ点もあった。それを解決するため，本

8eC システムを開発し，EXCE- シートから8eC 上
でՔಇするシステムに変更することで，現場の作業負
担を減少し，ڠ力ձࣾを含めて関܎者全員で情報ڞ有
できるようになった。8eC システムは 2015 年 4 ݄に
運用を開始している（図─ 1）。

2．本Webシステムの概要

本8eC システムの֓要は図─ 2に示す。ڠ力ձࣾ
からもデータの入力を行うために，インターネット上
にサーバーを設け，外部からもゼネコンଆからもアク
セスが可能なڥ؀を設けた。また，セキュリティ確保
のためにDM;（؇িκーン）を設けてサーバーへの
৵入を防いでいる。
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3．  本Webシステムで実現できること

（1）工期中の CO2排出量予測算定
着工前に，削減活動を行わずに一般的に施工した場
合の CO2 排出量の༧測値を算定する。本8eC システ
ムでは，工事価֨，全体工期，Ԇচ面ੵ，構଄を入力
することで着工からॡ工までの CO2 排出量༧測値を
時系ྻで算出できる。
༧測量の算定については 2010 年から஝ੵしたデー
タを分ੳし，着工からॡ工までの CO2 排出量༧測の
理論式を導き出し，本8eCシステムに൓өしている。
施工段֊のCO2排出量は様々な要ૉが関連している。
過ڈに஝ੵしたデータから，CO2 排出に関܎が深い 4
つの基本要ૉ（地下の有無，構଄，用途，施工支ళ）
を選定した。算定は以下の流れにより行う。
・工事進௙におけるCO2 排出量༧測
ʹ‌‌全体 CO2 ༧測排出量ʦt-‌CO2ʧ̫ 施工経過率におけ
るCO2 排出量の推移ʦ0～ 100ˋʧ
・全体CO2 ༧測排出量ʦt-‌CO2ʧ‌
ʹ‌‌Ԇচ面ੵʦN2ʧ̫ 全体ฏ均排出原୯位ʦt-‌CO2/N2ʧ
ʷ各種܎数（用途ʷ支ళʷ構଄ʷ地下の有無ʷ補正
（数܎
・CO2 排出量の推移ʦ0～ 100ˋʧ
ʹ‌‌10�73 ʷ経過率ʦˋʧ?6 ʴ 39�79 ʷ経過率ʦˋʧ?5ʴ
56�29 ʷ経過率ʦˋʧ?4 ʵ 37�61 ʷ経過率ʦˋʧ?3ʴ
11�25 ʷ経過率ʦˋʧ?2 ʴ 0�13 ʷ経過率ʦˋʧ
‌‌（ਤ 3 に示すฏ均値曲線 6次関数の近ࣅ式の各܎数
をCO2 排出量の推移算定式の܎数として用いる。）

・経過率ʹ 1／工期ʦ日ʧ̫ 経過日数ʦ日ʧ
2010 年からの実施事例として，全国 11 支ళ，合計
104 現場の CO2 排出量データを分ੳし，施工経過率に
Ԋった CO2 排出量推移を算出し，図─ 3に示すグラ
フにプロットした。グラフには CO2 排出量推移のฏ
均値，最大値・最小値，標準偏差が表されている。全
データの 68ˋがฏ均値ʶ標準偏差ʷ 1に入っている
ことからこの理論式のଥ当性が確ೝできた。

（2）CO2削減計画の立案
CO2 排出量削減に向け，41 項目の削減メニューか

ら，自作業ॴで実施する項目を選択する。これにより
削減される CO2 量が算定され，同時に削減可能なコ
ストも表示される（図─ 4）。
例として，事຿ॴのর໌点౮時間を短縮すると，短
縮 1 時間で 0�8 t の CO2 削減と 3
586 ԁのコスト削減
が可能である。

（3）燃料使用量の入力
工事段֊で発生するCO2排出量を算定するために，

工事で࢖用する燃料（軽油，電力等の 8項目）の࢖用
量を把握する。燃料࢖用量は，ڠ力ձࣾが࢖用する燃
料（主に軽油）と作業ॴから支څする燃料（主に電力）
があり，本8eC システムへの入力方๏は以下のとお
りとなる（図─ 5）。
（a）ڠ力ձࣾ
力ձࣾの担当者に，データ入力ґ頼のメールが毎ڠ
݄ಧく。そこに記載されたアドレスを開くことで，本
8eC システムの燃料࢖用量入力画面にࢸる。メール
を利用することで，入力の๨れを防͙効Ռを期待して
いる。
（C）作業ॴ
力ձࣾと同様にデータ入力ґ頼メールからシステڠ
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ムの入力画面をひらき，燃料࢖用量を入力する。

（4）CO2排出量の実績確認
（a）実੷確ೝ画面
実੷確ೝ画面では，ॡ工までのCO2 排出༧測線と，

燃料࢖用量から算定されるCO2排出量ྦྷ計の実੷線，
施工原୯位実੷線が表示される。作業ॴはこれらの݁
Ռを見て目標排出༧測量以下に཈えられるように؅理
を行う（図─ 6）。
༧測定線は，3（1）でઆ໌した理論式に基づいて表
示される。
（C）༧測値を用いた過ڈデータの評価
実ࡍの現場において実施した CO2 排出量の༧測曲
線及び実੷曲線との検ূを以下に示す。
検ূ例 1　事຿ॴビル（工事֓要）
・建設地：౦ژ都　建෺用途：事຿ॴビル
・֊数地上：20 ֊，地下：2֊，構଄：S଄
・建ங面ੵ：1
610 N2，Ԇচ面ੵ：28
499 N2

・工期：31 ϲ݄
検ূ例 最先୺テナントビル（工事֓要）ڥ؀　2

・建設地：౦ژ都　建෺用途：事຿ॴビル‌
・֊数地上：8֊，地下：0֊，構଄：S଄
・建ங面ੵ：472 N2，Ԇচ面ੵ：3
755 N2

・工期：10 ϲ݄
図─ 7は CO2 ༧測排出量と CO2 排出実੷との比ֱ

をࢼみたグラフである。検ূ例 1 を見ると，ೋつの
CO2 排出カーブは近ࣅしており，今回の分ੳに相応の
ଥ当性があることを検ূできた。
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検ূ例 2の検ূ対৅は 2011 年ॡ工したڥ؀最先୺
テナントビルである。施工段֊で掘削計画，༲重計画
の変更による効率的な施工，廃غ෺・ൖ出࢒土の削減
および建設Ԛటの場内࠶生利用による࢖用燃料の削
減，࢒土ॲ分時のॲ分場の変更による距離の短縮，バ
イオディーゼル燃料（#DF）の࢖用による軽油の削
減等様々なCO2排出量削減ࡦを実施した。その݁Ռ，
CO2 排出量の実੷曲線は༧測曲線より大幅に下がるこ
とが検ূできた。

4．本Webシステムによる利点

（1）入力項目の簡略化
CO2 排出量༧測に必要な情報を大幅に減らし，さら

に，建෺の基本情報を「建෺データベース」（TIP：
Toda‌InGorNation‌oG‌ProdVDt）から自動取込とするこ
とで入力作業を大幅に削減した。‌

（2）入力方法の多様化
8eC を࢖ったシステムとしたことで，パソコンに
限らずにスマートフΥンやタブレット୺຤からも入力
が可能となった。ڠ力ձࣾにとっても，時と場ॴを選
ばず入力ができ，利ศ性が向上している。

（3）PDCAが容易に
関܎者に݄毎にメールが自動഑信されることが可能
となり，データの入れ๨れを防止できる。また，CO2
排出量データは適時確ೝできるので，目標にୡしてい
ない場合には新たな削減手段をߨじることができる。

（4）データ信頼度の向上
本8eC システム実施対৅作業ॴが報ࠂしてきた
データは支ళ୯位でవめられた上で，本ࣾに一ׅ的に
ूめられる。
これまでは，3ϲ݄から半年に 1回であったू計作
業が，毎݄行うことができるようになり，データの精
度確保と排出量؅理に役立っている。

（5）省 CO2意識を高める
，力ձࣾからもシステム上で数値を入力するのでڠ
ゼネコンだけでなくڠ力ձࣾを含めた省 CO2 ҙࣝの
高༲にܨがる。2014 年度の CO2 排出原୯位は 20�3‌
CO2-t/ ԯԁで基準年比˛ 29ˋであり，目標の˛ 40ˋ
まであと一ଉである。

5．おわりに 

本システムの活用により，作業ॴ・ڠ力ձࣾにおけ
る入力作業を軽減するとڞに，CO2 排出量データの精
度向上にܨげ，さらなる省 CO2 活動の推進に౒めて
いく。
‌
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